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都市環境委員会
委員長 安 田 吉 宏

７月31日・８月１日に福井県永
平寺町及び長野県上田市を訪問
し、行政調査を行いました。
永平寺町では、「レベル４自動

運転移動サービス」について調査
を行いました。令和５年５月より
レベル４の自動運転による移動
サービスを開始しており、この技
術は、新しい時代の安全な移動手
段や地域活性化のツールとして期
待されるものです。管理・運営に
ついては、自家用有償旅客運送の
制度により「まちづくり株式会社
ＺＥＮコネクト」が行っていま
す。こうした先進技術は、将来、
本市においても新たな交通手段の
一つとして、選択肢となり得ると
感じました。

永平寺町にて
上田市では、「広域シェアサイ

クル社会実験」について調査を行
いました。令和３年度から千曲市
と連携して３年間にわたり「上田
市・千曲市広域シェアサイクル社
会実験」を上田商工会議所や上田
市役所等の様々な団体で組織され
た「上田地域シェアサイクル活用
推進協議会」が行っています。自
転車（電動アシスト付き３段変
速）45台、サイクルポート15か所
で運用されており、利用者のう
ち、上田・千曲広域での登録者の
利用が約75％で、地域住民の利用

が多数であるとのことでした。採
算性において課題があり、総事業
費に占める事業収入は２割程度と
いうことです。
上田市は、「まちの活性化、観

光振興、二次交通の補完、スマー
トシティ、ゼロカーボン、健康増
進、ＳＤＧｓ」を目標としてシェ
アサイクル事業を展開しています
が、本市においても、新たな移動
手段の創出は課題となっており、
交通インフラの充実の取組を進め
なければならないと感じました。

上田市にて

福祉文教委員会
委員長 秋田 さとし

７月25日・26日に埼玉県白岡市
及び埼玉県戸田市を訪問し、行政
調査を行いました。
白岡市では、「部活動の地域移

行」について調査を行いました。
地域クラブ活動を導入するに当

たり、令和３年度に地域部活動企
画委員会を発足し、段階的に導入
を進めるための検討を重ねまし
た。
初年度として、市内中学校の５

運動部と２文化部でモデル事業を
実施し、実証導入を行いました。
地域クラブ活動は、管理運営団

体（民間事業者）に委託していま
す。委託団体は、地域の大学やス
ポーツ少年団、各種スポーツ協
会、小中学校などと連携を取り、
指導者を開拓しています。指導者

は委託団体に所属し、謝金も委託
団体から指導者に直接支払われま
す。
課題は、指導者の確保について

は、小中学校の教職員による兼職
兼業を進めていくが、本来の業務
に影響が生じないようにする必要
があります。受益者負担額と保険
料については、保護者への理解が
必要になります。

白岡市にて
戸田市では、「教育改革」につ

いて調査を行いました。
戸田市教育委員会教育長は、中

央教育審議会など国の多くの審議
会・有識者会議などで委員を務め

ています。
戸田市は、産官学民連携を取っ

ています。教育の現場は、「経験
と勘と気合」の３Ｋで続いている
が、この職人型のスキル継承で
は、学校は持続不可能ということ
で若手がみんな一定のスキルを身
に付けられるように、教師の経験
や勘、指導技術を言語化・可視
化・定量化しています。また暗黙
知を共有したり形式知へ転換した
りすることで、若手に効率的・効
果的に伝承するために科学的にし
ているということなど、非常に参
考となる調査となりました。

戸田市にて
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総 務 委 員 会
委員長 市 原 誠 二

７月31日・８月１日に大阪府箕
面市及び八尾市を訪問し、行政調
査を行いました。
箕面市では、「地域防災ステー

ション」について調査を行いまし
た。
地域防災ステーションとは、自

治会などの災害時の一時的な集合
場所や救助活動の拠点に消火・救
助資機材を整備した防災拠点で
す。地域コミュニティによる災害
時の共助の象徴として「防災」を
核にした地域力の再生を図ること
を目指し、設置がされました。
「避難する」という概念から

「地域で消火・救助活動をする」
という意識付けのためにこのス
テーションを活用し、「自治会等

の活動拠点」であるという啓発を
進めておられました。
自治会加入率の低下の課題は尾

張旭市でも例外ではなく、対応策
として有効な施策・考え方である
と委員全員が共通認識を持ちまし
た。

箕面市にて
八尾市では、「市議会×高校生

プロジェクト」について調査を行
いました。同市では、主権者教育
の一環として、学生の皆様に議会
への関心を持ってもらい議会を身
近に感じてもらうために、高校生
と議会が共同で様々な取組を行っ

ていました。
具体的には、学生の意見を市議

会だよりに反映させてより良い誌
面としていくことを目的に実施さ
れました。誌面づくりを通じた学
生と議会の信頼関係も醸成されて
おり、主権者教育の一つの手段と
して有効な施策であると考えられ
ます。
更なる展開については現在検討

中であるとのことでしたが、尾張
旭市でも主権者教育に向けて議会
が果たす役割を強化していく必要
があると考えました。

八尾市にて

●８月
２日 ３市議員研修会(長久手市)

【日本共産党尾張旭市議団】
政務活動（２・７・10・19
日 オンラインセミナー）

３日 【令和あさひ】
政務活動（３・４日 東京
都千代田区）

７日 議会みらい創造特別委員会
８日 議員力ＵＰ研修①
９日 愛知県町村議会広報研修会

尾三11市議会議長協議会
10日 わくわく親子議会探検ツアー
23日 議会運営委員会

各派代表者会
24日 全員協議会
30日 議会運営委員会

各派代表者会
31日 令和５年第４回９月定例会

（初日）
議会報告会実行委員会

●９月
６日 本会議（一般質問）
７日 本会議（一般質問）
８日 本会議（一般質問）

総務委員会
予算決算特別委員会（全体
会）

14日 福祉文教委員会
予算決算特別委員会福祉文
教分科会

15日 都市環境委員会
予算決算特別委員会都市環
境分科会

19日 総務委員会
予算決算特別委員会総務分
科会

20日 予算決算特別委員会福祉文
教分科会

25日 各派代表者会
26日 予算決算特別委員会（全体

会）

27日 議会運営委員会
議会みらい創造特別委員会

28日 本会議 （最終日）
議会報告会実行委員会

●10月
３日 議会意見交換会（文化協会

美術部会）
６日 議会広報委員会
11日 青森県弘前市議会議会運営

委員会行政調査来庁
【令和あさひ】
【市民クラブ】
【公明党尾張旭市議団】
政務活動（11～13日 青森
県八戸市）

17日 議会運営委員会
各派代表者会

24日 議会広報委員会
25日 長崎県諫早市議会議会運営

委員会行政調査来庁
30日 議会報告会実行委員会
31日 議員力ＵＰ研修②




